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2001 ～ 2010 年にかけて、ベトナムは生産力の徹底した解放と市場の拡大
を目的とする経済発展戦略の下、輸出振興と世界経済へのより深い参入を志向
する成長モデルを継続的に追求してきた。この期間の年間 GDP 成長率は 7％












本章の構成は以下の通りである。まず、2001 ～ 2010 年におけるベトナム
経済の発展と成長について総合的に考察する。続いて、この時期における発展
戦略、成長を構成した要素とともに、ベトナム経済がマクロ経済の均衡を喪失






第 1 節　2001 ～ 2010 年における経済状況の概観
　
1．所有形態別、部門別実績
本節では 2001 ～ 2010 年におけるベトナムの経済状況について概観する。
2001 ～ 2010 年の GDP の平均成長率は、年 7.3% であった。1991 ～ 2000
年の同比率は、年 7.6% である。過去 10 年間にわたり 7％を超える経済成長
率を達成したことで、2008 年にはベトナムの 1 人当たり GDP は 1000 ドル






国有セクターは、1991 ～ 2000 年までの年平均成長率が年 8.3％であった
のに対し、2001 ～ 2010 年は年平均 6.2% の成長にとどまった。同セクター
の GDP に占める比重は 2000 年の 40.8% から 2010 年には 37.0% に下がって
いる（図 1 参照）。これに対し、非国有セクターは 1991 ～ 2000 年の年平均
表 1　各部門と産業の成長率
年 1991-2000 2001-2010









第 1 次産業 4.3 3.6
第 2 次産業 11.3 9.1
第 3 次産業 7.1 7.4
（出所）General Statistics Office of Vietnam［2001, 
2005, 2011］より筆者作成。




成長率 5.0％より高い、年平均成長率 7.5% を記録し、2010 年の GDP に占め
る割合は 49.4% となっている。このうち、私営セクターは 2001 ～ 2010 年
に年 12.5% の成長を達成し（1991 ～ 2000 年は、年 7.4%）、GDP に占める比重
も 7.7% から 12.4% に伸びた。外国投資セクターについては、1991 ～ 2000
年の成長率が年 17.6% であったのに対して、2001 ～ 2010 年については年
9.8% にとどまった。しかし、GDP に占める比重を見ると、2000 年の 10.8%
から 2010 年には 13.6% に上昇している。
次に産業の観点から見てみたい（図 2 参照）。過去 10 年における農林水産
?????????????????





















（出所）General Statistics Office of Vietnam［2005, 2011］より筆者作成。
?????????????????











（出所）General Statistics Office of Vietnam［2005, 2010］より筆者作成。
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業（第 1 次産業）の成長率は、1991 ～ 2000 年より低く、年 3.6% であった。
2010 年末までの段階で、GDP に占める農林水産業の割合は 2000 年に 23.3%
であったのに対し、2009 年には 16.4% に下がった。工業・建設業（第 2 次産
業）については、成長率は 9.1% と 1991 ～ 2000 年に比べて低かったのに対し、
GDP に占める割合は 41.9% に達し、2000 年の 35.4% を上回っている。サー
ビス業（第 3 次産業）については成長率、GDP に占める割合ともに安定的であり、
成長率が年 7.4%、2009 年において GDP に占める割合は 41.6% となっている。
2．労働構造
次に労働構造について見る（図 3 参照）。ベトナムの第 1 次産業従事者の
労働者全体に占める割合は、2000 年の 65.1% から 2009 年には 54.0％に減
少した。2009 年における第 1 次産業部門のベトナムの GDP に占める割合は
16.4% であり、これは同部門の労働生産性の低さを反映していると考えられる。
第 1 次産業から第 2 次産業、第 3 次産業への労働者の移動は、今後も続くと
考えられる (2)。
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（出所）General Statistics Office of Vietnam［2011］より筆者作成。
3．貿易
2010 年末までのベトナムの輸出額は 722 億ドルに達し、GDP の 68％、




方、その他の輸出品目は、2000 年における総額の 25% から 2010 年には 41%
に増えている。ベトナムによる輸出の上位 2 カ国・地域は、アメリカと EU で
ある。
しかし、ベトナムの輸入額が輸出よりも増加している点には注意が必要であ
る。2000 年に 156 億ドルであった輸入額は、2010 年には 5.4 倍の 848 億ド
ルとなっている。ベトナムの主要輸入品は、通常、国内の生産、輸出に資する
ための機械、原料あるいは中間生産品である（図 5 参照）。ベトナムの主要輸
入相手国は中国であり、2010 年の輸入額は 200 億ドルに上る。貿易全体に
ついて見ると、ベトナムは輸入超過が続いており、2010 年末の時点における





































（出所）General Statistics Office of Vietnam［2011］より筆者作成。
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（出所）Datastream,General Statistics Office of Vietnam［2005, 2011］より筆者作成。
第 2 節　2001 ～ 2010 年経済・社会発展戦略








7 参照）。2009 年の危機を除き、過去 10 年間において、毎年約 20% の速度で
輸出は伸びており、これは GDP 成長率の約 3 倍の速度である。2010 年末ま
での輸出額は GDP の約 68％の規模に達している。また、輸出額の対 GDP 比は、




































南アジアで 3 番目、世界で 13 番目の人口規模を持つ (5)。ベトナムの人口構造
は相対的に若く、人口の 9 割超が国連統計に基づく労働年齢の範囲内（15 ～
64 歳、約 70％）かそれ未満（15 歳未満約 24％）である。人口ボーナス (6) は過
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アは 2001 年における GDP の 31.2％から、2007 年には 43.1％のレベルにま











要素生産性（TFP）(7) による成長、という 3 つの成長の源泉が存在する。ベト
ナムの中央経済管理研究所（Central Institute for Economic Management: CIEM）
62
表 2　ベトナムと周辺国における各要素の成長貢献度（ 1990 ～ 2008 年）





資本 労働 TFP 資本 労働 TFP
 貢献率（パーセントポント）
ベトナム 7.3 2.5 1.6 3.2 7.3 3.9 1.4 1.9
中国 9.9 3.6 0.7 5.5 9.7 4.1 0.6 5
インドネシア 4.1 2.5 1.1 0.5 5.1 1.4 1.1 2.5
マレーシア 6.9 3.7 2.1 1.1 5.4 1.6 1.1 2.7
フィリピン 3 1.3 1.4 0.3 4.7 1 1.9 1.8
タイ 4.4 2.7 0.3 1.4 4.7 0.8 1.4 2.5
 貢献率（比率）
ベトナム 100% 34% 22% 44% 100% 53% 19% 26%
中国 100% 36% 7% 56% 100% 42% 6% 52%
インドネシア 100% 61% 27% 12% 100% 27% 22% 49%
マレーシア 100% 54% 30% 16% 100% 30% 20% 50%
フィリピン 100% 43% 47% 10% 100% 21% 40% 38%
タイ 100% 61% 7% 32% 100% 17% 30% 53%
（出所）Ketels et al.［2010］より筆者作成。
とシンガポールのアジア競争力学院（Asia Competitiveness Institute: ACI）の研
究によると（表 2 参照）、1990 ～ 2000 年にベトナムが達成した GDP 成長の
34％は物的資本による成長、22% は労働による成長、44% は TFP による成長
であった。しかしながら、続く 2000 ～ 2008 年においては、TFP による成
長が 26％に下がる一方で、物的資本による成長が 53％に上昇した（Ketels et 
al.［2010］）。同様に、Nguyen Quang Thai et al. ［2010］ の研究によると、こ
の傾向は最近、一層顕著になり、2004 ～ 2009 年においては、TFP による成
長がさらに 15.9% まで下がり、物的資本による成長が 72% まで上昇してい













で採択された経済・社会発展 10 カ年戦略では、年平均 7 ～ 8％の GDP 成長
率を維持すると同時に、10 年先には TFP の経済成長貢献率を最低でも 35%
にすることが、目標とされている（Dang Cong San Viet Nam ［2011:104］）。
生産力の解放、市場拡大、世界経済への参入に基づく輸出志向経済発展戦略
は、一定の成果を上げてきた。過去 20 年間の経済成長率は、年 7％を記録し、














「量に従った成長モデル」（mo hinh tang truong theo chieu rong）(8) を追求して
きたベトナムは、ほかの ASEAN 諸国より高い経済成長率を達成してきている
にもかかわらず、労働生産性という側面では低いレベルにとどまっている。ベ


























（図 10 参照）。2009 ～ 2010 年の世界経済フォーラムの国際競争力ランキング
において、ベトナムは 133 国中 75 位であり、シンガポール（3 位）、マレー
シア（24 位）、タイ（36 位）に大きく後れをとっている。
労働力、技術の質、教育と訓練の質に関する問題が第 11 回党大会で取り上
げられ（Dang Cong San Viet Nam ［2011: 168］）、労働力の質の改善、向上を目
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（出所）Mori, Nguyen, and Pham ［2009］より筆者作成。
遅れは、2009 年ではランク 1 位に、2010 年においてはランク 2 位となって

































トナムは深刻な貿易赤字に直面することになった (11)（図 11 参照）。
貿易赤字、総貯蓄と総投資の格差拡大は、ベトナム経済を外資インフローに
依存させる原因となっている。このため、ベトナムに流入する外資フローは記
録的レベルに達している（図 12 参照）。特に 2007 年 1 月におけるベトナムの
WTO 加盟後、同年におけるベトナムへの外資フロー流入額は約 250 億ドル近






わたって GDP 成長率が 10% を一度も超えていないにもかかわらず、貨幣と信
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（出所）IMF［2010］, World Bank［2011］ より筆者作成。














































照）。また、主に安価な労働力を利用するための “ 組み立て ” プロジェクトに
集中していた。そのため、現在の外国企業による技術移転、労働者に対する技
術訓練の効果は制限されたものとなっており、最近の同セクターにおける労働
生産性は大きく低下している（図 16 参照）。すなわち、2000 年時点に同セクター





















































































さしく、経済・社会発展 10 カ年戦略と 2011 ～ 2015 年の経済発展計画にお
いて示された、従来の戦略からの顕著な転換点だと考えられる。
こうした方針に従い、2011 ～ 2015 年の経済発展計画と同様に、経済・社
会発展 10 カ年戦略は、今後以下のような中心的任務を設定している（Dang 

























信用の GDP 比は、この 10 年間に 3 倍近く上がり、2010 年には東アジアの平








することを検討する必要がある。そうした考え方に基づき、2011 年 2 月に出
された政府決議 11 によれば、信用の増加率を 20％、マネーサプライの増加
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外資フローに対するより緊密で効果的な管理のために、ベトナムの国家銀行


























































































































欧州商工会議所（European Chamber of Commerce: Eurocham）の評価によれば、























































































GDP の約 85% を占めることである。農業労働比率は、社会労働において約 30
～ 35% を占める。
（3）ベトナムは 2007 年 1 月に世界貿易機関（WTO）に加盟した。2006 年には
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APEC 首脳会議をベトナムで開催し、2010 年には ASEAN 議長国を務めた。また、












（8）第 3 節を参照。直訳すると、「chieu rong」については「幅」という意味となる。
意訳した形で、「量」としているが、手を広げて幅広くさまざまな分野において
発展を目指す形という含意であるとの判断に基づき、訳語を選定している。
（9）2011 年 4 月 19 日に署名された 2011 ～ 2020 年のベトナムの人材発展戦略を
承認した首相決定 579 によって、この内容は具体化されている。
（10）過去 10 年において実施されてきた金融緩和政策によるもの。
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